Psychological characteristics of eating disorders as evidenced by the combined administration of questionnaires and two projective methods-the Tree Drawing Test (Baum Test) and the Sentence Completion Test (SCT) by ミズタ, イチロウ & 水田, 一郎
Osaka University
Title
Psychological characteristics of eating disorders as evidenced
by the combined administration of questionnaires and two
projective methods-the Tree Drawing Test (Baum Test) and the










みず た いち ろう
水田一郎
博士(医学)
第 1 6 559 号
平成 13 年 10 月 29 日





学位論文名 Psychological characteristics of eating disorders as evide.nced by the 
combined administration of questionnaires and two projective methｭ
ods-the Tree Drawing Test (Baum Test) and the Sentence Compleｭ












1996年 5 月 --2000年 5 月の聞に大阪大学医学部附属病院神経科精神科を受診した摂食障害患者165名のうち、 15歳
以上30歳未満の女性患者126名を患者群、患者群と年齢・性別をマッチさせた健康な被験者54名を対照群とした。患
者群と対照群の双方に対して、 3 種類の質問紙 (EDI、 SAS、 SCU-R) と 2 種類の投映法検査(パウム・テスト、




ての情報を与えるものである。結果の分析は、患者群を DSM 診断によって分類し、うち 3 群(神経性無食欲症制限
型 [ANR]、神経性無食欲症むちゃ喰~ ，/排出型 [ANBP]、神経性大食症排出型 [BNP]) と対照群の間で 4 群比較
を行った。
【成績】
摂食障害患者のうち、浄化行動(自己誘発性幅吐、下剤乱用など)を示す 2 群 (ANBP、 BNP) と対照群は、質
問紙と投映法検査のいずれによっても明確に区別された。まず、質問紙に関しては、 3 種類の質問紙の全てで、これ









して、質問紙と投映法検査のいずれにおいても、 ANR は対照群と ANBP、 BNP の中間的な位置を占めた。
【総括】
本研究の対象となった若年女性の摂食障害患者のうち、浄化行動を示す 2 群 (ANBP、 BNP) は、同年代の健康
な女性(対照群)に比して、極めて異なった心理学的・精神病理学的特徴を持っていた。これに対して、浄化行動を





おいても、 ANR が対照群と ANBPjBNP の問に位置するという比較的一貫した傾向が認められたが、投映法検査の
幾つかの項目(パウム・テストにおける描画細部の特徴の一つである“一線枝"， SCT における“空欄"回答項目)










排出型 [ANBP]、神経性大食症一排出型 [BNP]) が、健常対照群と極めて異なった心理学的・精神病理学的特徴
を持つこと、浄化行動を示さない一群(神経性無食欲症-制限型 [ANR]) と対照群の問、及び浄化行動を示す二群
間には類似点が多くみられること、 ANR が対照群と ANBPjBNP の中間に位置するという一貫した傾向が認められ
ることなどを明らかにした。また、これらの一貫した傾向に対する数少ない例外が、投映法検査においてのみ認めら
れることを明らかにした。
本研究は、摂食障害の心理学的・精神病理学的特徴を理解する上で、摂食障害を全体として見るだけではなく、病
型別に検討することの重要性を明確に示した点、及び、質問紙だけでは明らかにできない摂食障害の心理学的・精神
病理学的特徴を、投映法検査が明らかにできる可能性を示唆し、摂食障害研究における投影法検査の意義を明らかに
した点において、極めて優れた研究であり、博士(医学)の学位授与に値すると考えられる。
